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福岡市は古くから大陸よりもたらされる様々な東アジア文化を受け入れる窓口とし

て栄えてきました。人や物の交流は盛んで、その結果多くの歴史的遺産が培われて今

日に至っています。これらかけがえのない遺産を保護するという立場から、福岡市教

育委員会では開発に伴って消滅する埋蔵文化財について、事前に発掘調査を行い、記

録保存という形で往時の有様を後世に伝えています。

本書は平成14年度に行いました飯倉B遺跡第2次調査の内容について報告するもの

です。この調査では古墳時代後期（6世紀）の住居や掘立柱建物が検出されるなど多

くの成果を挙げることができました。今回の調査により判明した多くの事実は、この

地域における歴史を考える上で大きな手がかりとなるでしょう。

本書が市民の皆様の埋蔵文化財、ひいては地域の歴史に対する御理解の一助となり、

また考古学上、地域史上の研究資料として御活用いただければ幸いです。

最後になりましたが、今回の調査において費用の負担をはじめとする御協力を戴き

ました株式会社地行をはじめとする関係各位に深く感謝申し上げます。

平成16年3月31日

福岡市教育委員会

教育長　生　田　征　生

－例　言一

・本書は福岡市教育委員会が2003年2月3日から2003年3月20日にかけて行った飯倉B遺跡第2次調査の報告であ

るo　調査は蔵富士寛、赤坂亨が担当したo

・本書で使用した遺構実測図は担当者の他、遠藤茜、浜田小百合、迫田恭仲（以上福岡大学学生）が作成したo

・本書使用の標高は海抜高o　方位は磁北であるo

・本書の執筆、編集は蔵富士が行ったo　また遺物の実測には下原幸裕（福岡大学大学院生）の手を煩わせたo

・本書に関わる資料はこの後、福岡市埋蔵文化財センターに収蔵する予定であるo
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Ⅱ　はじめに

1．調査に至る経緯

平成14年12月2日、株式会社地行より、城南区荒江1丁目592番他における共同住宅建設に関して、

埋蔵文化財事前審査報告書が提出された0　これを受けて福岡市教育委員会では試掘調査を実施し、遺

跡が存在することを確認した0　両者の協議の結果、遺跡への影響は避けられないということになり、

記録保存という形での対応が図られることとなった0　調査の開始は平成15年2月3日0　平成15年3月

20日にすべての作業を終了した0

2．調査の組織

調査は以下に示す組織で実施した0

調査委託

調査主体

調査総括

事前審査

庶務担当

調査担当

調査作業

株式会社　地行

福岡市教育委員会

文化財部埋蔵文化財課　課長山崎純男　　調査第1係長力武卓治

文化財部埋蔵文化財課　事前審査係長池崎譲二　田上勇一郎　久住猛雄

川付浩旭

蔵富士寛　赤坂　亨

阿比留忠義　有江笑子　井上八郎　海津宏子　下司照枝　堤篤史　永蔦重俊

廣瀬　梓　吾川春美

遠藤　茜　迫田恭伸　浜田小百合（以上、福岡大学学生）

整理作業　　　柴田加津子　萩本恵子　目名子節子

遺　　 跡　　 名 飯倉B 遺跡第 2 次

遺跡 調査番 号 0259 遺　 跡　 略　 号 IK R －B

地　　　　　 番 城南区荒江 1 －592 他 分 布地図記号 73 茶山

開　 発　 面　 積 597㎡ 調査対象面積 433㎡ 調査面積 338．6㎡

調　 査　 期　 間 2003．2．3 ～ 2003．3．20

－1－



Ⅱ　位置と環境

1．周辺の状況

早良平野は福岡平野、糸島平野の間に位置する平野で、平野の中央には室見川が流れ、このような

河川の沖積作用によって、早良平野は形成されている。大小河川の発達した早良平野では様々な台地

や微高地が存在し、その上には多くの遺跡が営まれている。その中でも特に著名なものの一つとし

て、有田遺跡群を挙げることができるだろう（図1）。有田遺跡群は西を室見川、東を金屑川に挟ま

れた標高15m程の台地上に営まれた遺跡であり、弥生時代前期には拠点的集落が営まれ、古代には官

衛とも目される建物群が検出されている。

早良平野の東側は袖山から延びる飯倉丘陵によって、福岡平野と画される。飯倉丘陵は標高10～30

m程の低丘陵で、丘陵上には多くの遺跡が営まれている。この飯倉丘陵上に存在する遺跡の総称が飯

倉遺跡群であり、先述した有田遺跡群は飯倉遺跡群の西側1．5kmという、近接した位置に存在してい

図1　周辺遺跡（1／25．000）
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図4　遺構配置（1／120）
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2．遺構・遺物

（1）遺構

先にも述べたように、激しい削平を受けながらもかろうじて遺構の検出をすることができた0　その

種類としては、竪穴住居、掘立柱建物、各種の溝や土坑がある（図4）0　以下にそれぞれの概要につい

て記していくことにする0

A　竪穴住居（図5～11）

竪穴住居は5軒が存在する0　いずれも遣存状況は悪く、調査区東側に存在するものは深さ数cmLか

残っていないものもある0　また、調査区内にはいくつもの浅い溝があり、直線状に走るものもいくつ

か見受けられるが、これらが竪穴住居の壁溝に相当する可能性がある0　竪穴住居の実数は更に多いも

のであったのだろう0

竪穴住居1（図6）

調査区東よりに存在し、この調査においてはその全形を窺うことのできる唯一のものである0　一部

を竪穴住居2と切り合う0　一辺5～5．3mを測る方形の竪穴住居で、住居北壁の中央には竃を有する0

深さ数cmLか残っておらず、遣存状況は極めて悪い0　住居内には4本の主柱穴があり、周囲には壁溝

が巡る0　壁溝は一部途切れている部分があるが、本来は全周していたのだろう0

出土遣物（図5）

遣存状況が悪かったため、わずかな遣物が出土したのみである01・2は須恵器杯蓋である01は

口径（復元）14．4cmを測り、体部と天井部の境は浅い段をなしている0　2は口径（復元）15．2cmを

測り、休部と天井部の境には沈線が巡り、口縁端部は弱い段をなしている0　3は饗胴部片である0摩

耗が激しく、調整は不明である0

竪穴住居2（図8）

竪穴住居1と切り合いを有し、壁溝のみが部分的に残るものである0壁溝は幅30cm程、深さは最も

深い部分で12cmを測る0壁溝は直線的で、直角に折れ曲がる部分が存在する0　この状況をみれば竪穴

住居2は住居1と同じく、方形を呈する住居であった可能性が高いといえ、遣存部分から推測すれば

一辺は5．6m前後であったのだろう0　住居1とほぼ等しい規模であったといえる0　尚、主柱穴は検出で

きなかった0　住居1に切り込んでおり、住居1に後出する0

出土遣物（図7－3）

ごくわずかな遣物が出土したのみである0　土器類は細片が多く、図化に耐えない0　また住居2の壁

溝からは鉄製品が1点出土した0　3に示したその遣物は刀子である0　残長7．0cmを測る0

竪穴住居3（図9）

調査区の東より、住居1の南側に位置する0壁溝が部分的に残るのみである0壁溝は幅20～40cm、

最も深いところで深さ14cmを測る0　壁溝は「コ」の

字形を呈しており、他の住居と等しく方形を呈する

住居であったことが分かる0　その規模は一辺3．5～3．7

m程に想定できるだろう0　住居1・2に比して一回

り小形である0　尚、主柱穴の検出はできなかった0

出土遣物

図化に耐えない土器の細片がわずかに出土したの

みである0

－6－
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図5　竪穴住居1出土遣物（1／3）
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竪穴住居4（図10）

調査区の南西側隅に検出したもので、住居の大部分は調査区外に存在する0　住居3の南側、住居5

の東側に位置する0調査区内では壁溝が存在するのみである0壁溝は「コ」の字形を呈し、幅20～30cm、

深さは最も深い部分で10cm程を測る0　遣存状況は極めて悪い0　壁溝の状況をみれば、住居4も方形を

呈するものであることが分かり、その規模は一辺4．5m程に復元できるだろう0壁溝の周辺に存在する

ピットは住居に伴うものではなく、壁溝を切り込んでおり、その多くは住居4に後出するものであろ

う0

出土遣物

図化に耐えない土器の細片がわずかに出土したのみである0

竪穴住居5（図11）

調査区中央の南端に検出した住居である0　住居の半ばは調査区外に存在する0壁溝が「コ」の字形

に残るのみであり、その壁溝は幅25～40cm、深さ40cmを測る0他の住居に比べれば遣存状況は良い0

周囲には多くのピットが存在するが住居に伴うものではなく、また壁溝を切り込んでおり、その多く

は住居5に後出する0　尚、住居内にはピットが2つ存在し、その配置は主柱穴を思わせるが、筆者は主

柱穴ではなく掘立柱建物3の柱穴であると判断している0壁溝からみれば、住居5も方形を呈するも

のであるといえ、その規模は一辺3．3m程に想定できるだろう0

出土遣物（図7－1・2）

土器のみがいくらか出土した0　いずれも古墳時代須恵器・土師器であるが細片が多く、ここでは図

化に耐える資料についてのみ述べる01は須恵器杯蓋である0　口径（復元）14．2cmを測る0　天井部に

は回転ヘラケズリ調整を施し、口縁端部は丸く収める0　2は土師器饗の口縁部片である0　内器面には

縦方向のヘラケズリを施す0

B　掘立柱建物（図8～16）

掘立柱建物は5棟検出できた0　いずれも調査区中央にまとまって存在している0　建物の方向はほぼ

等しく、相互に関連する建物であったことが分かる0　また、それは竪穴住居の方向とも一致する0　2×

2軒の総柱建物（1・2・3・4）と2×2軒の側柱建物（5）がある0掘立柱建物1は立て替えを行って

おり、掘立柱建物2と3はピットの一つが切り合い関係にある0柱穴をみると、竪穴住居や溝と切り

合いのあるものは、多くの場合これらを切り込んでいる0　いくつか建物を復元できないピットがあり、

実数は更に多いことが予想される0

掘立柱建物1（図12）

調査区中央の北端に位置するもので、一部が調査区外に存在する0　柱穴2つが未検出であるが、お

そらく2×2軒の総柱建物であると考えられる0　建物の主軸をN－8～10。－Eに取り、規模は南北2．9

峠≡二三幸二甘。
0　　　　　5cm

図7　竪穴住居2・5出土遣物（1／3，1／2）

－8－
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1暗灰・淡貴褐　2時灰・暗灰禰　3・4灰育・灰貴禰
5暗灰　6暗貴灰　7暗灰　8暗灰

1時禰　2灰褐・暗灰為
3灰禰　4黒

1時灰褐　2暗灰荷　3暗灰青　4暗貴褐　5洪貴褐
6時荷　7枚灰真布　8暗灰色　8暗灰青・貴裾

1灰褐　2灰褐　3灰茶箱
4灰褐　5灰褐

1淡灰真布　2茶褐　3淡灰　4灰袖・責褐
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c一
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図12　掘立柱建物1（1／50）
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図13　掘立柱建物2・3（1／50）
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1暗褐色　4時赤褐色
2黄褐色　5時黄褐色
3暗褐色

ⅰ・2時赤褐色
3　暗黄褐色

1　時赤褐色
2・3黄褐色

ⅰ暗黄褐色　4黄褐色
2時赤褐色　5黄褐色
3時赤褐色　6暗褐色

5・0m

B’

l黄褐色　3暗褐色
2時黄褐色　4時黄褐色

5－。m

c’

図14　掘立柱建物4（1／50）
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図15　掘立柱建物5（1／50）

掘立柱建物2（図13）

調査区の中央やや南よりの位置に存在する0　ちょうど竪穴住居5の北東側隣りに位置し、柱穴の一

つは掘立柱建物柱穴と切り合う0　2×2間の総柱建物で、建物の主軸をN－9。－Eに取り、規模は南

北3～3．2m、東西2．6～3mを測る0規模、主軸方向とも掘立柱建物1とほぼ等しい0切り合いから、

掘立柱建物3に先行するものといえる0

出土遣物（図16－4）

ここではSP130より出土した資料について述べる0　4は須恵器高杯脚部片である0　脚部には長方形

の透かしが3方向から2段に穿たれている0　外面にはカキメ調整を行い、各段の透かし孔の間には1

条の沈線を施す0

掘立柱建物3（図13）

調査区の中央南端に位置するもので、竪穴住居5の上を切り込んで存在する0柱穴の一つは掘立柱

建物2と切り合いを持つ0　建物部分の一部が調査区内に存在するに過ぎないが、この調査区内における

他の掘立柱建物をみれば、2×2間の総柱建物である可能性が高い0　建物の主軸はN－7～9。－Eで、

規模は東西2．8～3mを測る0　規模、主軸方向とも掘立柱建物1・2とほぼ等しい0切り合いから、掘

立柱建物2より新しく位置づけられる0

－14－



掘立撞建物1

掘立撞建物4

訪2＝茅1。
SP211

10cm

！　一　・　一　一　5　　　　　－－－－．三

図16　掘立柱建物出土の遣物（1／3）

出土遣物

少なく、各柱穴から土器の細片がわずかに出土したのみである0

掘立柱建物4（図14）

調査区の中央、やや南寄りに位置する0　掘立柱建物2・3の西側、掘立柱建物1の南側にあたる0

2×2間の総柱建物で、建物の主軸をN－2～5。－Eに取り、規模は南北3～3．2m、東西2．6～3．4m

を測る0　規模、主軸方向とも他の総柱掘立柱建物とほぼ等しい0

出土遣物（図16－5～13）

掘立柱建物4の柱穴（SP160・211）からは比較的多くの遣物が出土している0　5～11はSP160出

土、12・13はSP211出土である0　5～7は須恵器杯蓋である0　5・6は天井部に回転ヘラケズリを有

し、天井部と体部の境には沈線を施す0　また口縁端部は段をなしている0　5は口径（復元）14．0cmを

測る0　7は天井部と体部との境が浅い段をなし、口縁端部には弱い沈線を施す0　8は須恵器饗口縁部

片である0　口縁端部は肥厚し、口頸部半ばには浅い沈線を施す0　そして口縁部と沈線との間に波状文

を描いている0　9は須恵器短頸壷である0　肩部が大きく張り、口縁部は肥厚する0　胴部には一部カキ

メ調整を施す011はミニチュア土器である0　手づくねによる整形012・13は須恵器杯身である0　立ち

上がりはやや高く、内傾する0　端部は丸く収めている0

掘立柱建物5（図15）

調査区の西側に存在する建物である0　2×2間の側柱建物で、建物の主軸をN－13。－Eに取り、規

模は南北2．8～2．9m、東西2．8mを測る0　規模の点では、他の総柱掘立柱建物とほぼ等しい0

出土遣物

少なく、各柱穴から土器の細片がわずかに出土したのみである0

C・土坑（図17）

調査区内にはいくつか不定形な土坑が存在する0　いずれもごく浅いもので、出土遣物も数少ない0

ここでは土坑1～4とし、その所見について記すことにする0

－15－



土坑1

調査区中央、竪穴住居1の西側に存在する0　いびつな円形を呈し、一部を視乱により切られている0

深さは10cm程で、底面は南側へ向かって傾斜している0　出土遣物は土器の細片のみである0

土坑2

土坑1の南東側に存在するもので、一部を竪穴住居3、および溝に切られている0　いびつな円形を

呈し、底面はほぼ平坦である0　深さ数cmほどしか残っておらず、出土遣物も土器の細片のみである0

土坑3

調査区の中央に位置し、一部を掘立柱建物4の柱穴に切られるもので、いびつな方形を呈する0底

面においても、やや凹凸が激しい0　遣存状況は悪く、深さ数cm程しか残っていない0

出土遣物（図18）

土器の細片のみの出土ではあるが、1点のみ図化を行った0　図18は須恵器杯蓋口縁部片である0

口縁端部は段をなし、体部の半ばは浅い沈線が巡る0

土坑4

土坑3の南側に存在するもので、一部を掘立柱建物4の柱穴に切られる0　楕円形の平面プランを有

し、断面はすり鉢状を呈している0　深さ十数cmほどしか残っておらず、出土遣物は土器の細片のみで

ある0

出「　　　　ノ」

耳二二一一一一　　　　　一‾　一一一一一一二　　J

6－0m

＿－‾一l二
≡二二二一二二一二三雲至

土坑3

G一

＼
1時褐　2真布　3時赤布　4時赤褐

5・0m

図17　土坑1・2・3・4（1／50）
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図20　包含層出土の遣物（1／3）
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Ⅳ　まとめ

今回の調査では、遺跡が激しい削平を受けていたにもかかわらず、多くの成果を挙げることができ

た0検出遺構は確認できるものはすべて古墳時代後期に相当し、出土遣物もほぼその時期に限られる0

今回調査における主要な遺構として、竪穴住居と掘立柱建物を挙げることができる0　遣物からみてこ

の両者に大きな時期差を指摘することはできないが、掘立柱建物の柱穴の多くが住居や壁溝となる可

能性のある溝を切り込んでいるところをみると、掘立柱建物群は竪穴住居群に若干後出するものであ

るといえよう0　しかし、各建物群と住居群は軸線をほぼ等しくして存在しており、この両者が有機的

な関連を持って営まれていたことは間違いない0　出土遣物をより細かくみれば、TK10（古）型式期

からTK209型式期までとかなりの幅を持つものであり、今回調査における遺構の数々は、この期間内

に営まれた古墳時代集落の総体として把握されるべきものであるだろう0

本来ならば、各時期における遺構の消長をみるべきではあるが、調査区域が狭いこと、そして遣出

土遣物の少なさから、果たすことができなかった0　この間題は周辺地域の調査が進むにつれて明らか

となるだろう0

－18－



図版1

調査区東側（西より）

調査区西側1（東より）

調査区西側2（東より）



図版2
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竪穴住居1（南より）
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図版3

掘立柱建物群（西より）

掘立柱建物1（東より）

掘立柱建物2・3（北東より）



掘立柱建物3（南より）

掘立柱建物4（西より）

掘立柱建物5（西より）
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